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﹇
シ
リ
ー
ズ
／
比
較
民
話
﹈
（
一
）
瓜
子
姫
／
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
高
木
昌
史
﹇
註
﹈
本
稿
は
、（
一
）
瓜
子
姫
／
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
、（
二
）
天
人
女
房
／
白
鳥
乙
女
、（
三
）
三
枚
の
お
札
／
水
の
魔
女
、
（
四
）
踊
る
骸
骨
／
歌
う
骨
、
以
上
四
篇
か
ら
成
る
シ
リ
ー
ズ
「
比
較
民
話
」
の
第
一
回
目
で
あ
る
。
序
今
年
二
〇
一
二
年
は
、
グ
リ
ム
兄
弟B
rüder
G
rim
m
（
兄
ヤ
ー
コ
プJacob
﹇
一
七
八
五
―
一
八
六
三
﹈
と
弟
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ムW
il-
helm
﹇
一
七
八
六
―
一
八
五
九
﹈）
が
彼
ら
の
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』K
inder−und
H
ausm
ärchen
（
以
下
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
も
略
記
）
の
初
版
第
一
巻
を
刊
行
し
て
か
ら
二
百
年
を
迎
え
た
（
１
）。
ま
た
一
方
、
わ
が
国
の
口
承
文
芸
学
を
樹
立
し
た
柳
田
國
男
（
一
八
七
五
―
一
九
六
二
）
が
没
し
て
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
た
（
２
）。
そ
の
間
、
神
話
、
伝
説
、
昔
話
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
重
要
性
は
、
文
芸
学
、
民
俗
学
、
心
理
学
そ
し
て
教
育
学
等
、
様
々
な
分
野
で
ま
す
ま
す
深
く
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
中
で
も
、
そ
の
集
大
成
を
目
指
し
て
現
在
ド
イ
ツ
で
刊
行
中
の
『
昔
話
百
科
事
典
』E
nzyklopädie
des
M
ärchens
（
以
下
Ｅ
Ｍ
と
も
略
記
）
は
、
空
前
絶
後
の
大
事
典
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
（
３
）。
グ
リ
ム
兄
弟
が
Ｋ
Ｈ
Ｍ
に
付
し
た
「
原
注
」O
riginalanm
erkung-
en （４
）を
出
発
点
に
、
そ
の
後
幾
つ
か
の
貴
重
な
試
み
が
な
さ
れ
た
後
（
５
）、
ド
イ
ツ
の
民
俗
学
者
ク
ル
ト
・
ラ
ン
ケ
が
企
画
・
構
想
し
、
多
く
の
専
門
家
の
執
筆
・
協
力
の
も
と
、
右
の
『
昔
話
百
科
事
典
』
は
、
一
45
九
七
七
年
に
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
、
目
下
第
十
三
巻
（Ver−
の
項
）
ま
で
進
捗
し
完
成
が
俟
た
れ
て
い
る
が
、
そ
の
副
題
は
「
物
語
の
歴
史
的
・
比
較
的
研
究
の
た
め
の
辞
典
」H
andw
örterbuch
zur
his-
torischen
und
vergleichenden
E
rzählforschung
を
謳
っ
て
い
る
（
６
）。
翻
っ
て
、
わ
が
国
で
も
、
実
は
、
柳
田
が
こ
の
「
歴
史
的
・
比
較
的
研
究
」
に
着
手
し
て
い
る
。
特
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
滞
在
（
一
九
二
一
／
二
三
年
）
以
後
、
彼
は
口
承
文
芸
を
国
内
お
よ
び
国
際
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
比
較
研
究
し
た
（『
昔
話
と
文
学
』
所
収
「
う
つ
ぼ
舟
の
王
女
」「
鳥
言
葉
の
昔
話
」、『
昔
話
覚
書
』
所
収
「
味
噌
買
橋
」
等
）。
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
Ｅ
Ｍ
の
成
果
も
活
用
し
な
が
ら
、
柳
田
が
開
拓
し
た
昔
話
（
民
話
）
の
比
較
論
を
数
例
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
今
回
は
日
本
昔
話
「
瓜
子
姫
」
と
西
洋
昔
話
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
を
扱
う
。
一
瓜
子
姫
柳
田
國
男
が
強
い
関
心
を
抱
い
た
日
本
昔
話
の
一
つ
は
「
瓜
子
姫
」
で
あ
る
（
７
）。
東
北
か
ら
九
州
ま
で
広
く
分
布
す
る
「
瓜
子
姫
」
の
中
か
ら
、
彼
は
出
雲
の
話
を
『
日
本
の
昔
話
』（
一
九
三
〇
年
初
版
）
に
収
録
し
た
が
、
そ
の
粗
筋
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
昔
々
、
爺
と
婆
が
い
た
。
爺
は
山
で
薪
を
伐
り
、
婆
は
川
で
洗
濯
を
し
て
い
た
。
あ
る
日
婆
が
川
へ
行
く
と
、
川
上
か
ら
瓜
が
流
れ
て
き
た
。
拾
っ
て
割
る
と
、
中
か
ら
小
さ
な
美
し
い
女
の
子
が
出
て
き
た
の
で
、
瓜
子
姫
と
名
付
け
可
愛
が
っ
て
育
て
た
。
好
い
娘
に
成
長
し
た
姫
は
毎
日
機
を
織
っ
た
。
鎮
守
様
の
お
祭
り
に
娘
を
連
れ
て
行
く
た
め
、
爺
と
婆
は
駕
籠
を
買
い
に
出
か
け
た
。
留
守
を
し
な
が
ら
娘
が
機
を
織
っ
て
い
る
と
、
あ
ま
の
じ
ゃ
く
が
来
て
、
戸
を
少
し
開
け
て
く
れ
と
言
っ
た
。
瓜
子
が
警
戒
し
て
細
目
に
開
け
る
と
、
あ
ま
の
じ
ゃ
く
は
恐
ろ
し
い
手
で
戸
を
開
け
、
柿
の
実
を
取
っ
て
や
る
と
言
っ
て
、
瓜
子
を
裏
の
畑
へ
連
れ
出
し
、
裸
に
し
て
柿
の
樹
に
縛
り
つ
け
た
。
あ
ま
の
じ
ゃ
く
が
瓜
子
の
着
物
を
着
て
化
け
機
を
織
っ
て
い
る
と
、
爺
と
婆
が
帰
っ
て
来
た
。
二
人
は
あ
ま
の
じ
ゃ
く
を
駕
籠
に
乗
せ
、
鎮
守
様
へ
詣
ろ
う
と
し
た
。
す
る
と
、
裏
の
柿
の
樹
の
陰
か
ら
本
当
の
瓜
子
姫
が
（
偽
の
）
瓜
子
を
乗
せ
な
い
で
と
大
声
で
泣
い
た
。
爺
婆
は
驚
い
て
引
き
返
し
、
爺
が
鎌
で
あ
ま
の
じ
ゃ
く
の
首
を
切
り
黍
の
畑
に
棄
て
た
。
黍
の
茎
が
赤
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
（
８
）。
46
冒
頭
の
「
瓜
」
を
「
桃
」
に
置
き
換
え
れ
ば
桃
太
郎
の
話
に
な
る
こ
の
昔
話
に
、
柳
田
は
大
い
に
注
目
し
、
最
初
の
口
承
文
芸
論
『
桃
太
郎
の
誕
生
』（
一
九
三
二
年
）
所
収
の
「
瓜
子
織
姫
」
を
発
表
し
た
（
９
）。
そ
の
中
で
、「
桃
太
郎
の
桃
が
瓜
子
姫
の
瓜
よ
り
も
後
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
う
多
く
の
臆
測
を
借
ら
ず
と
も
容
易
に
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
彼
は
、
一
般
に
知
名
度
の
高
い
桃
太
郎
よ
り
は
む
し
ろ
瓜
子
姫
に
、
本
の
題
名
と
は
裏
腹
に
、
多
く
の
紙
数
を
割
い
た
。
桃
太
郎
と
瓜
子
姫
、
二
人
は
い
ず
れ
も
果
実
か
ら
生
ま
れ
た
異
常
誕
生
の
い
わ
ゆ
る
「
小
さ
子
」
で
、
周
知
の
よ
う
に
、
前
半
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
は
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
後
半
は
、
一
方
は
鬼
が
島
で
鬼
を
退
治
し
た
英
雄
、
他
方
は
天
邪
鬼
に
襲
わ
れ
る
か
弱
い
娘
を
描
い
て
お
り
、
対
照
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
柳
田
は
語
る
。
「
異
常
の
経
過
を
取
っ
て
人
界
に
出
現
し
た
童
子
が
、
後
に
成
長
し
て
異
常
の
事
業
を
な
し
遂
げ
た
と
い
う
要
点
」
に
お
い
て
、
両
者
は
「
左
右
一
対
」
で
あ
る
、
と
（
１０
）。
『
日
本
昔
話
名
彙
』（
一
九
四
八
年
初
版
）
の
中
で
柳
田
は
、「
桃
太
郎
」
と
「
瓜
子
姫
子
」
を
、「
一
寸
法
師
」
等
と
と
も
に
、「
完
形
昔
話
」
の
〈
誕
生
と
奇
瑞
〉
に
分
類
し
（
１１
）、
前
述
「
瓜
子
織
姫
」
論
の
中
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
川
上
の
清
く
高
き
処
」
か
ら
流
れ
来
た
瓜
子
姫
（＝
異
常
の
誕
生
）、
卓
越
し
た
機
織
り
の
技
能
を
持
つ
（＝
異
常
の
事
業
）
彼
女
の
姿
に
は
、
織
姫＝
神
に
仕
え
る
少
女＝
巫
女
と
い
う
遥
か
な
宗
教
的
要
素
が
投
影
さ
れ
て
い
る
、
と
（
１２
）。
こ
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、「
瓜
子
姫
」
は
確
か
に
〈
誕
生
と
奇
瑞
〉
タ
イ
プ
に
属
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
柳
田
は
「
瓜
子
姫
」
に
「
い
わ
ゆ
る
ダ
ナ
エ
神
話
の
こ
の
島
に
来
て
か
ら
の
変
化
（
１３
）」
を
想
像
す
る
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
よ
れ
ば
、
娘
の
子
に
殺
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
神
託
を
受
け
た
ア
ル
ゴ
ス
王
ア
ク
リ
シ
オ
ス
は
、
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
、
黄
金
の
雨
（＝
ゼ
ウ
ス
）
に
よ
っ
て
赤
子
を
産
ん
だ
王
女
ダ
ナ
エ
を
、
赤
子
も
ろ
と
も
箱
に
入
れ
て
海
に
流
す
。
遺
棄
さ
れ
た
赤
子
（＝
孫
）
は
そ
の
後
、
様
々
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
英
雄
（＝
ペ
ル
セ
ウ
ス
）
に
成
長
す
る
（
１４
）。
こ
の
貴
種
流
離
譚
に
柳
田
は
、
わ
が
国
の
「
瓜
子
姫
」
物
語
の
い
わ
ば
祖
型
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
テ
ー
マ
も
興
味
深
い
が
、
本
稿
で
は
、
特
に
「
敵
対
者
」
の
観
点
か
ら
、「
瓜
子
姫
」
を
西
洋
の
類
話
（「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
／
後
述
）
と
読
み
比
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
Ａ
「
瓜
子
姫
」
―
西
日
本
型
と
東
日
本
型
前
述
出
雲
の
「
瓜
子
姫
」
話
。
爺
と
婆
が
出
掛
け
た
あ
と
、
瓜
子
が
留
守
番
を
し
な
が
ら
機
を
織
っ
て
い
る
と
、
あ
ま
の
じ
ゃ
く
が
来
47
て
、
作
り
声
で
戸
を
開
け
て
く
れ
と
願
い
、
細
目
に
開
い
た
戸
に
手
を
差
し
込
み
侵
入
す
る
。
柿
の
木
に
瓜
子
姫
を
縛
り
付
け
た
あ
ま
の
じ
ゃ
く
は
姫
に
化
け
る
が
、
最
後
に
爺
に
退
治
さ
れ
、
姫
は
助
か
る
（
１５
）。
柳
田
が
「
瓜
子
織
姫
」
論
で
紹
介
し
て
い
る
石
見
（
島
根
県
）
の
「
瓜
子
姫
」
も
同
様
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
本
当
の
花
嫁
（
瓜
子
姫
）
は
柿
の
木
に
縛
ら
れ
、
偽
の
花
嫁
（
あ
ま
の
じ
ゃ
く
）
を
爺
と
婆
は
、
そ
れ
と
気
付
か
ず
、「
嫁
に
や
る
」
た
め
駕
籠
に
乗
せ
る
。
が
、
姫
の
泣
き
声
で
真
相
を
知
っ
た
駕
籠
か
き
が
、
あ
ま
の
じ
ゃ
く
を
退
治
し
、
姫
は
木
か
ら
助
け
下
ろ
さ
れ
る
（
１６
）。
以
上
は
西
日
本
の
話
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
東
日
本
の
「
瓜
子
姫
」
は
破
局
的
な
最
期
を
迎
え
る
。
例
え
ば
、
福
島
県
の
「
瓜
姫
」。
姫
が
留
守
を
し
て
い
る
と
、
あ
ま
の
じ
ゃ
く
が
現
れ
、
戸
か
ら
押
し
入
り
、
姫
を
「
頭
か
ら
む
し
ゃ
む
し
ゃ
食
っ
て
」
し
ま
う
。
瓜
姫
の
着
物
を
着
て
姫
に
化
け
た
あ
ま
の
じ
ゃ
く
は
、
駕
籠
に
乗
っ
て
長
者
の
家
に
祝
言
に
出
掛
け
る
が
、
途
中
、
雀
の
大
群
が
真
相
を
暴
く
。
し
か
し
あ
ま
の
じ
ゃ
く
は
雀
た
ち
を
萱
の
根
元
で
食
い
尽
く
す
（
１７
）。
新
潟
県
の
「
瓜
姫
」
で
は
、
留
守
を
し
て
い
た
瓜
姫
の
と
こ
ろ
に
「
天
邪
鬼
」
が
現
れ
、
姫
に
「
乗
り
う
つ
る
」。
姫
は
最
後
に
死
ん
で
し
ま
う
（
１８
）。
佐
々
木
喜
善
の
『
聴
耳
草
紙
』
に
収
録
さ
れ
た
七
篇
の
「
瓜
子
姫
子
」（
岩
手
県
）
も
、
す
べ
て
悲
劇
的
な
幕
切
れ
で
あ
る
。「
山
母
」（
そ
の
一
）、「
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
」（
そ
の
二
、
四
、
五
、）、「
隣
の
娘＝
山
姥
」（
そ
の
三
）、「
山
の
狼
」（
そ
の
六
）、
「
怪
し
い
者＝
天
ノ
邪
鬼
」（
そ
の
七
）、
彼
ら
は
み
な
姫
を
殺
す
。
し
か
も
「
俎
の
上
」
に
の
せ
て
、「
包
丁
」
で
頭
、
手
、
脚
を
切
り
刻
み
、
残
り
を
煮
る
（
そ
の
六
）、
と
い
う
具
合
に
、
ま
さ
に
恐
怖
物
語
の
様
相
さ
え
帯
び
て
い
る
（
１９
）。
柳
田
國
男
が
一
九
一
〇
年
に
刊
行
し
た
『
遠
野
物
語
』
の
中
の
「
お
り
こ
ひ
め
こ
」（
一
一
七
番
）
は
こ
う
だ
。「
ト
ト
﹇
父
﹈
と
ガ
ガ
﹇
母
﹈」
が
娘
の
嫁
支
度
を
買
い
に
町
へ
出
か
け
て
い
る
留
守
に
、
「
昼
の
頃
ヤ
マ
ハ
ハ
来
た
り
て
娘
を
取
り
て
食
ひ
、
娘
の
皮
を
か
ぶ
り
娘
に
な
り
て
を
る
」。
翌
日
、
鶏
の
鳴
き
声
で
、
両
親
は
事
態
に
気
付
き
、
姫
に
化
け
た
ヤ
マ
ハ
ハ
を
馬
か
ら
下
ろ
し
て
殺
す
。
そ
し
て
糠
屋
の
隅
に
多
数
の
娘
の
骨
を
発
見
す
る
（
２０
）。
こ
れ
も
ま
た
恐
怖
（
残
酷
）
物
語
で
あ
る
。
柳
田
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、「
そ
の
骨
を
繋
ぐ
と
不
思
議
な
力
で
、
復
活
し
て
も
と
の
美
し
い
姫
に
な
っ
た
い
う
風
な
、
ま
た
別
の
話
し
方
が
も
と
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」（『
昔
話
と
文
学
』
一
九
三
八
年
刊
「
か
ち
か
ち
山
」）
と
推
測
す
る
（
２１
）。
ま
た
別
の
個
所
で
、
東
北
に
お
け
る
瓜
子
姫
子
の
話
で
は
、
姫
が
み
な
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、「
結
末
の
明
る
さ
が
な
い
」
が
、
こ
の
郡
（
岩
手
県
北
部
）
で
採
集
さ
れ
48
た
一
例
で
は
、
木
に
縛
ら
れ
た
姫
が
爺
婆
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、「
こ
ち
ら
が
お
そ
ら
く
一
つ
前
の
形
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
結
論
す
る
（『
昔
話
覚
書
』
一
九
四
三
年
刊
「〈
二
戸
の
昔
話
〉
を
読
む
（
２２
）」）。
さ
ら
に
「
辞
書
解
説
原
稿
」「
瓜
子
姫
」
の
項
で
、
柳
田
は
、「
昔
話
に
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
持
た
ぬ
も
の
は
無
い
」
と
し
、
「
喰
わ
れ
た
と
あ
る
場
合
で
も
、
元
は
恐
ら
く
は
再
生
の
悦
び
を
附
け
添
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
解
説
す
る
（
２３
）。
以
上
、
総
じ
て
、「
瓜
子
姫
」
は
西
日
本
に
そ
の
原
型
を
と
ど
め
、
東
日
本
の
話
の
多
く
は
後
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
て
い
る
、
と
柳
田
は
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
瓜
子
姫
」
の
地
域
差
は
様
々
な
考
察
を
誘
う
が
、
前
述
「
瓜
子
織
姫
」（『
桃
太
郎
の
誕
生
』）
論
の
眼
目
の
一
つ
は
、
姫
の
敵
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
で
あ
る
。
柳
田
は
そ
こ
で
興
味
深
い
分
析
を
試
み
て
い
る
。
一
Ｂ
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
グ
リ
ム
童
話
「
狼
と
七
匹
の
子
山
羊
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
五
）
の
狼
の
よ
う
に
、
作
り
声
を
使
っ
て
瓜
子
姫
に
近
づ
き
、
戸
の
隙
間
か
ら
侵
入
し
て
、
多
く
の
場
合
、
姫
を
食
べ
て
し
ま
う
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
か
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
２４
）』
に
よ
る
と
、「
あ
ま
の
じ
ゃ
く
」（
天
邪
鬼
）
は
、（
１
）
民
話
な
ど
に
悪
役
と
し
て
登
場
す
る
鬼
。
天
探
女
﹇
あ
ま
の
さ
ぐ
め
﹈
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
。（
２
）
何
事
で
も
人
の
意
に
さ
か
ら
っ
た
行
動
ば
か
り
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
人
、
さ
ま
。
ひ
ね
く
れ
者
。
つ
む
じ
ま
が
り
。（
３
）
仏
像
で
、
仁
王
や
四
天
王
の
足
下
に
踏
み
つ
け
ら
れ
て
い
る
小
悪
鬼
、
等
で
あ
る
。
（
１
）「
天
探
女
」
は
、『
古
事
記
』
上
巻
（「
葦
原
中
国
﹇
あ
し
は
ら
の
な
か
つ
く
に
﹈
平
定
（
２５
）」）
の
中
で
、
天
照
大
神
の
命
に
背
い
た
天
若
日
子
﹇
あ
め
の
わ
か
ひ
こ
﹈（『
日
本
書
記
』「
神
代
」
下
で
は
天
雅
彦
（
２６
））
の
責
任
追
及
の
た
め
高
天
原
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
雉
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
、
そ
の
声
が
不
吉
だ
と
し
、
雉
を
射
殺
す
る
よ
う
天
若
日
子
に
勧
め
た
女
神
で
あ
る
。
放
た
れ
た
矢
は
雉
を
貫
き
、
天
照
大
神
と
高
木
神
﹇
た
か
き
の
か
み
﹈（＝
高
御
産
巣
日
神
﹇
た
か
み
む
す
ひ
の
か
み
﹈）
の
許
に
達
す
る
。
高
木
神
は
、
血
の
つ
い
た
矢
の
羽
を
見
て
、
天
若
日
子
に
与
え
た
矢
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
後
者
に
邪
心
が
あ
る
な
ら
、
矢
に
当
た
っ
て
死
ね
、
と
天
か
ら
そ
れ
を
突
き
返
す
。
矢
は
天
若
日
子
に
命
中
、
彼
は
死
ぬ
。（「
返
し
矢
」
の
由
来
）。
人
の
邪
念
を
探
っ
て
唆
し
た
天
探
女
は
、
こ
う
し
て
、
人
の
意
に
逆
ら
う
邪
悪
な
存
在
・
心
理＝
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
に
転
化
し
た
よ
う
だ
（
２７
）。
柳
田
國
男
は
語
る
。「
日
本
の
昔
話
と
し
て
我
々
の
最
も
注
意
す
49
る
の
は
、
瓜
子
姫
の
敵
の
名
が
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
が
神
の
計
画
の
妨
碍
者
で
あ
り
、
し
か
も
通
例
は
〈
負
け
る
敵
〉
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
弘
く
他
の
民
間
伝
承
に
も
認
め
ら
れ
る
」（「
瓜
子
織
姫
（
２８
）」）。
意
地
悪
で
常
に
神
に
逆
ら
う
も
の
の
、
神
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
力
は
な
く
、「
常
に
負
け
る
者
の
憎
ら
し
さ
と
可
笑
味
と
を
具
え
て
い
た
」「
ワ
キ
役
（
２９
）」、
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
の
本
性
を
柳
田
は
そ
こ
に
見
る
。
と
こ
ろ
で
、
瓜
姫
咄
の
最
古
の
記
録
は
、
柳
田
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
江
戸
後
期
の
国
学
者
、
喜
多
村

庭
﹇
い
ん
て
い
﹈（＝
信
節
﹇
の
ぶ
よ
﹈）（
一
七
八
三
―
一
八
五
六
）
著
『
嬉
遊
笑
覧
』（
一
八
三
〇
年
成
立
）
巻
九
と
さ
れ
る
。
庶
民
生
活
の
史
料
、
伝
承
文
化
の
集
成
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
書
物
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
瓜
姫
の
話
な
ど
是
な
り
。
今
江
戸
の
小
児
、
多
﹇
お
お
く
﹈
は
此
話
を
知
ら
ず
。
桃
太
郎
と
同
類
の
話
に
て
、
老
婆
洗
濯
し
て
あ
る
処
へ
、
瓜
流
れ
来
け
れ
ば
拾
ひ
と
り
、
家
に
帰
り
て
老
父
に
喰
せ
む
と
て
割
た
れ
ば
、
内
よ
り
小
﹇
ち
い
さ
﹈
き
姫
出
た
り
。
い
つ
く
し
き
事
限
り
な
け
れ
ば
夫
婦
喜
び
、
養
ひ
て
一
間
な
る
内
に
お
く
。
姫
生
ひ
立
て
機
織
﹇
ハ
タ
﹈
を
る
事
を
よ
く
し
て
、
常
に
一
間
の
外
﹇
ト
﹈
に
出
ず
。
あ
る
時
、
庭
の
樹
に
鳥
の
声
し
て
、
瓜
ひ
め
の
織
た
る
は
た
の
こ
し
に
、
あ
ま
の
じ
ゃ
く
が
乗
た
り
と
聞
え
け
る
に
、
夫
婦
あ
や
し
と
思
ひ
て
、
一
間
の
内
に
入
て
見
れ
ば
、
あ
ま
の
じ
ゃ
く
瓜
姫
を
縄
も
て
縛
り
ぬ
。
夫
婦
驚
き
て
是
を
た
す
け
、
あ
ま
の
じ
ゃ
く
を
縛
り
て
、
此
奴
﹇
コ
ヤ
ツ
﹈
薄
の
葉
に
て
ひ
か
ん
と
て
、
す
す
き
の
葉
も
て
ひ
き
切
﹇
き
つ
﹈
て
殺
﹇
こ
ろ
し
﹈
ぬ
。
今
も
芒
﹇
ス
ス
キ
﹈
の
葉
の
も
と
に
赤
く
染
た
る
は
、
そ
の
血
の
痕
﹇
あ
と
﹈
な
り
と
い
ふ
物
語
、
郷
下
﹇
ヰ
ナ
カ
﹈
に
は
今
も
語
れ
り
（
信
濃
の
人
の
語
る
を
聞
し
こ
と
あ
り
）。
桃
太
郎
の
話
と
い
づ
れ
か
先
な
る
（
３０
）」。
『
嬉
遊
笑
覧
』
の
「
瓜
姫
」
は
、
簡
潔
な
話
の
中
に
、
川
上
か
ら
流
れ
着
い
た
瓜＝
貴
種
流
離
譚
、
瓜
か
ら
生
ま
れ
た
小
さ
な
姫＝
小
さ
子
、
機
織
り
の
名
手
に
成
長
し
た
姫＝
神
に
仕
え
る
娘＝
巫
女
、
真
実
を
知
ら
せ
る
鳥
の
声＝
鳥
言
葉
の
昔
話
、
瓜
姫
と
入
れ
替
わ
っ
た
あ
ま
の
じ
ゃ
く＝
す
り
替
え
ら
れ
た
花
嫁
の
モ
テ
ィ
ー
フ
、
芒
の
赤
い
根
元＝
葉
で
殺
害
さ
れ
た
あ
ま
の
じ
ゃ
く
の
血＝
由
来
譚
、
と
い
っ
た
具
合
に
、
昔
話
を
構
成
す
る
幾
つ
か
の
要
件
を
見
事
に
兼
備
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
瓜
姫
の
敵
あ
ま
の
じ
ゃ
く
は
最
後
に
老
夫
婦
に
よ
っ
て
退
治
さ
れ
る
。
柳
田
の
い
わ
ゆ
る
〈
負
け
る
敵
〉
の
典
型
で
あ
る
。「
桃
太
郎
の
話
と
い
づ
れ
か
先
な
る
」
に
関
し
て
、
柳
50
田
は
瓜
子
姫
が
先
と
見
る
（
３１
）。
そ
し
て
最
後
に
こ
う
語
る
。「
人
生
の
理
想
の
幸
福
の
た
め
に
は
、
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
な
ど
は
い
な
い
方
が
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
退
い
て
こ
の
現
実
の
不
如
意
を
あ
ま
な
い
ま
た
楽
し
も
う
と
す
る
に
は
、
彼
も
ま
た
闕
﹇
か
﹈
く
べ
か
ら
ざ
る
大
切
な
役
者
で
あ
っ
た
（
３２
）」。
「
ワ
キ
役
」、「
役
者
」
等
、
演
劇
用
語
を
駆
使
し
な
が
ら
、
柳
田
は
瓜
姫
物
語
に
お
け
る
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
の
役
割
を
右
の
よ
う
に
総
括
す
る
。
思
う
ま
ま
に
な
ら
な
い
現
実
を
受
け
容
れ
、
逆
に
そ
れ
を
楽
し
む
た
め
に
不
可
欠
な
存
在
、
し
か
も
素
姓
と
し
て
は
悪
魔
の
系
譜
に
属
す
る
天
邪
鬼
は
、
日
本
昔
話
「
瓜
姫
」
に
独
特
の
魅
力
を
与
え
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
で
あ
る
。
思
え
ば
、
主
人
公
が
最
後
に
救
出
さ
れ
る
西
日
本
型
の
「
瓜
子
姫
」
は
、
否
応
な
く
日
常
に
割
り
込
ん
で
く
る
悪
や
危
機
（
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
は
そ
の
象
徴
で
あ
る
）
を
物
語
の
基
軸
に
絡
ま
せ
な
が
ら
、
必
ず
し
も
順
調
・
平
穏
に
は
進
行
し
な
い
現
実
を
負
の
側
面
も
ろ
と
も
映
し
出
す
こ
と
で
、
逆
に
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
勇
気
と
希
望
そ
し
て
知
恵
を
人
々
に
与
え
て
く
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。「
瓜
子
姫
」
物
語
は
、『
嬉
遊
笑
覧
』
が
示
す
通
り
、
恐
ら
く
は
こ
の
西
日
本
型
を
原
型
と
し
て
、
様
々
な
類
話
が
生
ま
れ
た
に
違
い
な
い
。
悲
劇
的
な
終
末
を
迎
え
る
東
日
本
型
の
「
瓜
子
姫
」
は
、
恐
怖
と
教
訓
の
要
素
を
強
調
し
た
派
生
型
と
言
え
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
柳
田
の
「
現
実
の
不
如
意
」
は
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。
読
み
方
次
第
で
は
あ
る
種
の
諦
念
と
も
取
れ
る
が
、
人
生
の
真
実
が
そ
こ
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
彼
は
敢
え
て
こ
の
表
現
を
用
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
昔
話
の
奥
深
さ
を
彼
は
そ
こ
に
認
め
た
の
で
あ
る
。
二
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
昔
話
タ
イ
プ
の
国
際
基
準
か
ら
見
た
場
合
、「
瓜
子
姫
」
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
池
田
弘
子
は
「
瓜
子
姫
」
M
elon
Princess…
U
riko
H
im
e
を
四
〇
八
Ｂ
に
分
類
し
、
四
要
素
を
物
語
の
骨
子
と
し
て
掲
げ
る
（H
iroko
Ikeda
:
A
T
ype
and
M
otif
Index
of
Japanese
Folk−Literature,
1971 （３３
））。
す
な
わ
ち
、
一
「
瓜
か
ら
の
誕
生
」、
二
「
殺
害
」、
三
「
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
の
正
体
が
暴
か
れ
る
」、
四
「
結
末
」
で
あ
る
。
池
田
は
最
後
に
、「
大
い
に
熟
考
し
た
あ
と
、
こ
れ
を
四
〇
八
Ｂ
に
分
類
す
る
こ
と
に
決
め
た
」
と
し
、
物
語
の
冒
頭
が
三
〇
二
「
桃
太
郎
」Peach
B
oy
or
M
om
o-
taro
と
同
じ
で
あ
る
と
し
、
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
を
「
女
鬼
」an
ogress
（「
鬼
」ogre
の
女
性
形
）
と
英
訳
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
の
『
昔
話
の
タ
イ
プ
』
51
（A
.
A
arne/S.
T
hom
pson
:
T
he
T
ypes
of
the
Folktale,
1962
）（
以
下
Ａ
Ｔ
と
略
記
（
３４
））
の
四
〇
八
番
は
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
T
he
T
hree
O
ranges
を
題
名
に
掲
げ
て
い
る
。
池
田
は
「
瓜
子
姫
」
を
そ
の
類
話
と
見
做
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
比
較
考
証
の
た
め
に
、
西
洋
版
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、『
ス
ペ
イ
ン
民
話
集
』（
三
原
幸
久
編
訳
）
所
収
の
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
を
初
め
に
読
ん
で
み
る
こ
と
に
し
た
い
（
以
下
要
約
）。
二
Ａ
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
昔
、
王
様
に
一
人
の
王
子
が
い
た
。
成
長
し
て
王
位
に
つ
い
た
王
子
は
、
花
嫁
探
し
の
旅
に
出
か
け
た
。
泉
で
水
を
飲
も
う
と
す
る
と
、
水
に
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
が
映
っ
て
い
た
。
オ
レ
ン
ジ
を
採
っ
て
割
っ
て
み
る
と
、
最
初
の
オ
レ
ン
ジ
か
ら
一
本
の

、
二
番
目
の
オ
レ
ン
ジ
か
ら
鏡
が
出
て
き
た
。
そ
し
て
三
番
目
の
オ
レ
ン
ジ
か
ら
は
綺
麗
な
乙
女
が
現
れ
た
。
乙
女
は
裸
だ
っ
た
。
そ
こ
で
王
様
は
宮
殿
へ
服
を
取
り
に
帰
っ
た
。
途
中
、
彼
は
あ
の
人
と
結
婚
し
よ
う
、
と
言
い
続
け
た
。
王
様
が
去
る
と
、
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女
が
水
を
汲
み
に
来
た
。
そ
し
て
水
に
映
っ
た
乙
女
を
見
て
、
そ
れ
を
自
分
と
勘
違
い
し
、
己
の
（
？
）
美
し
さ
ゆ
え
下
女
の
仕
事
が
厭
に
な
っ
て
壺
を
壊
し
た
。
そ
の
時
、
彼
女
は
木
の
上
の
乙
女
に
気
づ
い
た
。
魔
女
は
髪
に

を
入
れ
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
乙
女
に
執
拗
に
言
い
寄
り
、
遂
に
承
諾
さ
せ
た
。
魔
女
は

を
入
れ
な
が
ら
、
頭
に
黒
い
ピ
ン
を
突
き
刺
し
て
乙
女
を
一
羽
の
鳩
に
変
身
さ
せ
、
代
わ
り
に
木
に
登
っ
た
。
服
を
持
っ
て
戻
っ
た
王
様
は
乙
女
（
ジ
プ
シ
ー
）
が
何
故
に
黒
く
な
っ
た
の
か
尋
ね
た
。
日
に
焼
け
た
か
ら
と
答
え
た
ジ
プ
シ
ー
を
王
様
は
宮
殿
に
連
れ
帰
っ
て
結
婚
し
た
。
数
日
後
、
農
夫
た
ち
が
畑
に
行
く
と
、
鳩
が
来
て
、
王
様
と
王
妃
の
様
子
を
聞
い
た
。
農
夫
は
そ
の
こ
と
を
王
様
に
伝
え
た
。
翌
日
も
同
様
で
、
王
様
は
そ
の
次
の
日
に
鳩
を
捕
え
て
く
る
よ
う
に
農
夫
に
命
じ
た
。
食
事
中
、
綺
麗
な
鳩
を
褒
め
な
が
ら
撫
で
て
い
た
王
様
は
、
頭
に
ピ
ン
が
刺
さ
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
、
そ
れ
を
抜
い
た
。
す
る
と
鳩
は
美
し
い
乙
女
に
変
身
し
た
。
乙
女
は
王
様
に
そ
の
間
の
出
来
事
を
話
し
た
。
王
様
は
乙
女
と
結
婚
し
、
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女
は
焼
き
殺
さ
れ
、
灰
は
風
に
飛
ば
さ
れ
た
（
３５
）。
短
い
な
が
ら
見
事
に
起
承
転
結
を
具
え
た
昔
話
で
あ
る
。
第
一
第
二
の
オ
レ
ン
ジ
か
ら
出
て
く
る
呪
術
的
な
小
道
具
、「

」
と
「
鏡
」
は
、
わ
が
国
で
は
す
で
に
『
古
事
記
』
に
も
見
ら
れ
（
３６
）、
そ
の
共
通
性
が
興
味
深
い
。
三
番
目
に
現
れ
る
「
綺
麗
な
乙
女
」
は
、「
桃
太
郎
」
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や
「
瓜
子
姫
」
の
場
合
と
は
異
な
り
、
最
初
か
ら
乙
女
の
姿
で
、
し
か
も
裸
で
あ
る
。
王
様
は
彼
女
に
恋
す
る
が
（
本
当
の
花
嫁
）、
彼
の
留
守
中
、
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女
が
乙
女
の
頭
に
ピ
ン
を
刺
し
て
殺
し
（
乙
女
は
鳩
﹇
魂
の
鳥＝
霊
鳥
﹈
と
な
る
）、
花
嫁
の
地
位
を
奪
っ
て
し
ま
う
（
偽
の
花
嫁
）。
し
か
し
王
様
が
ピ
ン
に
気
づ
い
て
そ
れ
を
抜
く
と
、
乙
女
は
復
活
す
る
。
魔
女
は
罰
せ
ら
れ
、
王
様
と
乙
女
は
結
婚
す
る
。
「
瓜
子
姫
」＝
「
オ
レ
ン
ジ
の
乙
女
」、「
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
」＝
「
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女
」、
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
民
話
は
、
主
人
公
（
前
者
）
と
敵
対
者
（
後
者
）
が
演
じ
る
「
本
当
の
花
嫁
と
偽
の
花
嫁
」
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
続
い
て
イ
タ
リ
ア
の
類
話
を
覗
い
て
み
た
い
。
二
Ｂ
「
三
つ
の
シ
ト
ロ
ン
」
と
こ
ろ
で
、「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
物
語
の
最
古
の
類
話
は
、
十
七
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
作
家
バ
ジ
ー
レ
の
「
三
つ
の
シ
ト
ロ
ン
」（『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』
第
五
日
第
九
話
）
に
見
出
さ
れ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
右
の
ス
ペ
イ
ン
の
も
の
と
殆
ど
同
じ
だ
が
、
語
り
は
バ
ロ
ッ
ク
的
に
は
る
か
に
詳
し
い
。
粗
筋
は
こ
う
で
あ
る
。
王
子
の
花
嫁
探
し
の
旅
は
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
か
ら
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
経
て
西
イ
ン
ド
諸
島
、
そ
し
て
鬼
女
の
島
に
向
か
う
。
そ
の
後
、
王
子
は
あ
る
老
婆
か
ら
三
つ
の
シ
ト
ロ
ン
を
も
ら
い
、
イ
タ
リ
ア
へ
の
帰
路
に
着
く
。
一
つ
目
と
二
つ
目
の
シ
ト
ロ
ン
か
ら
乙
女
が
出
て
来
て
直
ぐ
に
消
え
る
と
、
三
つ
目
の
シ
ト
ロ
ン
か
ら
は
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
デ
ザ
ー
ト
み
た
い
な
美
女
」
が
現
れ
る
。
王
子
は
裸
の
美
女
（
妖
精
）
の
た
め
に
服
を
取
り
に
戻
る
。
そ
の
間
、
黒
い
奴
隷
女
が
、
水
に
映
っ
た
妖
精
の
姿
を
自
分
だ
と
思
い
込
む
。
そ
の
後
、
ピ
ン
に
よ
る
殺
害
、
鳩
へ
の
変
身
等
々
、
物
語
は
進
行
す
る
。
王
子
は
奴
隷
女
と
結
婚
し
王
様
に
な
る
。
王
妃
の
命
令
で
鳩
は
料
理
人
に
捕
え
ら
れ
殺
さ
れ
る
が
、
そ
の
羽
か
ら
シ
ト
ロ
ン
の
木
が
生
え
、
果
実
か
ら
現
れ
た
乙
女
が
王
様
に
真
相
を
暴
露
す
る
。
王
様
と
乙
女
の
婚
礼
の
準
備
が
新
た
に
整
え
ら
れ
、
悪
い
王
妃
（
奴
隷
女
）
は
火
刑
と
な
る
（
３７
）。
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
の
『
昔
話
の
タ
イ
プ
』
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｔ
四
〇
八
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
は
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ア
等
、
南
欧
の
他
、
チ
ェ
コ
、
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
ま
た
中
南
米
の
キ
ュ
ー
バ
や
チ
リ
等
に
広
く
分
布
す
る
有
名
な
昔
話
で
あ
る
（
３８
）。
こ
の
物
語
の
構
成
要
素
は
、
一
「
老
女
の
呪
い
」、
二
「
オ
レ
ン
ジ
姫
の
獲
得
」、
三
「
黒
人
女
性
が
オ
レ
ン
ジ
姫
と
す
り
替
る
」、
四
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「
鳩
と
な
っ
た
オ
レ
ン
ジ
姫
」、
五
「
木
と
な
っ
た
オ
レ
ン
ジ
姫
」、
六
「
ヒ
ロ
イ
ン
の
魔
法
が
解
け
る
」、
七
「
恋
人
の
再
会
」
の
七
つ
で
あ
る
。
右
を
指
標
に
ス
ペ
イ
ン
版
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
と
イ
タ
リ
ア
版
「
三
つ
の
シ
ト
ロ
ン
」
を
比
較
す
る
と
、
一
は
後
者
の
み
、
二
は
オ
レ
ン
ジ＝
シ
ト
ロ
ン
、
三
は
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女＝
黒
い
奴
隷
女
、
四
は
共
通
、
五
は
後
者
の
み
、
六
は
前
者
で
は
王
様
が
ピ
ン
を
抜
き
、
後
者
で
は
シ
ト
ロ
ン
の
乙
女
が
出
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
七
は
共
通
で
あ
る
。
以
上
、
多
少
の
異
同
は
あ
る
が
、
両
物
語
は
い
ず
れ
も
「
本
当
の
花
嫁
と
偽
の
花
嫁
」（「
す
り
替
え
ら
れ
た
花
嫁
」）
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
。
西
洋
の
民
話
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
お
よ
び
「
三
つ
の
シ
ト
ロ
ン
」
を
わ
が
国
の
「
瓜
子
姫
」
と
読
み
比
べ
た
場
合
、
ま
ず
浮
上
し
て
く
る
共
通
点
は
、
果
実
か
ら
の
乙
女
の
誕
生
（
オ
レ
ン
ジ
／
シ
ト
ロ
ン
―
瓜
）、
敵
対
者
（
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女
／
黒
い
奴
隷
女
―
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
）
に
よ
る
乙
女
の
殺
害
（
あ
る
い
は
仮
死
状
態
―
木
に
縛
ら
れ
る
等
）、
そ
し
て
敵
対
者
の
正
体
が
暴
か
れ
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
す
な
わ
ち
、「
偽
の
花
嫁
」
の
陰
謀
が
暴
露
さ
れ
て
罰
せ
ら
れ
、
「
本
当
の
花
嫁
」
が
本
来
の
地
位
を
回
復
す
る
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
上
三
点
に
つ
い
て
詳
し
く
比
較
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
三
Ａ
Ｔ
四
〇
八
の
東
西
『
日
本
昔
話
名
彙
』
の
中
で
柳
田
國
男
は
「
瓜
子
姫
子
」
を
「
桃
太
郎
」
や
「
一
寸
法
師
」
と
と
も
に
「
誕
生
と
奇
瑞
」
に
分
類
し
た
（
３９
）。
同
じ
〈
小
さ
子
〉
あ
る
い
は
〈
申
し
子
〉
の
中
で
も
、
男
性
の
主
人
公
が
、
桃
太
郎
の
よ
う
に
、
鬼
を
退
治
し
て
世
の
中
に
貢
献
す
る
の
に
対
し
て
、
女
主
人
公
で
あ
る
瓜
子
姫
は
、
そ
う
し
た
英
雄
的
な
行
為
で
は
な
く
、
機
織
り
の
技
術
と
器
量
の
良
さ
に
よ
っ
て
、
最
後
は
長
者
の
花
嫁
と
な
る
（
西
日
本
型
）。
柳
田
は
二
つ
の
昔
話
の
相
違
を
こ
う
説
明
す
る
。
桃
太
郎
に
は
「
肝
要
な
る
妻
問
ひ
の
一
條
が
省
か
れ
て
ゐ
る
が
、
瓜
子
姫
は
や
は
り
婚
姻
を
以
て
完
成
の
一
つ
に
数
へ
て
ゐ
る
」（『
辞
書
解
説
原
稿
』）「
瓜
子
姫
（
４０
）」）。
こ
の
「
婚
姻
」
に
関
し
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
、
初
め
に
、「
誕
生
と
奇
瑞
」
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
三
Ａ
果
実
か
ら
の
誕
生
「
桃
太
郎
」
と
「
瓜
子
姫
」、
そ
し
て
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
果
物
か
ら
の
誕
生
と
い
う
〈
奇
瑞
〉
で
あ
る
。
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ロ
シ
ア
の
口
承
文
芸
学
者
Ｖ
・
プ
ロ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、「
妊
娠
す
る
た
め
に
果
実
を
食
べ
る
習
俗
」
は
世
界
中
す
べ
て
の
文
化
的
な
発
展
段
階
に
見
出
さ
れ
る
と
言
う
。
シ
ベ
リ
ア
で
は
林
檎
、
ス
マ
ト
ラ
の
マ
レ
ー
人
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
、
ボ
ヘ
ミ
ヤ
の
ネ
ズ
の
実
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
は
柘
榴
等
、
彼
は
豊
富
な
例
を
挙
げ
る
（
４１
）。
イ
ギ
リ
ス
の
人
類
学
者
フ
レ
イ
ザ
ー
の
共
感
呪
術
の
理
論
を
引
用
し
な
が
ら
、
プ
ロ
ッ
プ
は
、
果
実
（
植
物
）
の
豊
饒
力
が
そ
れ
を
食
べ
る
人
間
に
「
呪
術
的
に
移
る
」
民
間
信
仰
に
注
目
す
る
（
４２
）。
と
こ
ろ
で
、
桃
太
郎
と
瓜
子
姫
は
川
上
か
ら
流
れ
着
い
た
果
物
か
ら
生
ま
れ
る
。
柳
田
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の
著
『
桃
太
郎
の
誕
生
』
の
中
で
、
子
を
欲
し
か
っ
た
婆
が
「
股
﹇
も
も
﹈
に
孕
ん
で
小
さ
な
子
を
生
ん
だ
、
そ
れ
で
モ
モ
太
郎
と
名
付
け
た
」
と
い
う
類
話
を
紹
介
す
る
（
４３
）。「
桃
」
の
豊
饒
性
が
、
同
音
異
義
の
「
股
」
に
転
移
し
た
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
例
え
ば
、『
御
伽
草
子
』
の
「
一
寸
法
師
」
で
は
、
姥
は
「
四
十
に
及
ぶ
ま
で
、
子
の
な
き
こ
と
を
悲
し
み
」
住
吉
に
参
詣
し
、
四
十
一
に
し
て
男
子
を
儲
け
る
、
と
語
ら
れ
て
い
る
（
４４
）。
福
島
県
の
「
瓜
姫
」
で
は
、
子
の
い
な
い
爺
と
婆
は
、
山
の
神
に
子
宝
を
願
う
。
す
る
と
、
川
上
か
ら
大
き
な
瓜
が
流
れ
て
き
て
、
中
か
ら
女
の
子
が
生
ま
れ
る
（
４５
）。
こ
れ
は
、
山
の
神
の
取
り
計
ら
い
で
川
上
か
ら
流
れ
て
来
た
果
物
（
桃
／
瓜
）
の
豊
饒
力
が
、
そ
れ
を
拾
っ
て
食
し
た
四
十
代
女
性
の
妊
娠
を
促
し
た
、
と
読
む
こ
と
も
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
柳
田
は
、
流
れ
着
い
た
桃
や
瓜
に
「
川
上
の
未
知
数
」、「
川
上
の
清
く
高
き
処
に
あ
る
」「
異
常
の
力
」
を
想
定
し
、「
瓜
子
姫
」
昔
話
に
一
種
の
貴
種
流
離
譚
を
認
め
、「
桃
」
に
中
国
の
影
響
を
認
め
る
一
方
、「
瓜
」
に
「
多
分
の
霊
怪
味
」
を
感
知
し
て
、
物
語
の
原
像
を
そ
こ
に
探
る
（
４６
）。
西
洋
の
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
タ
イ
プ
の
場
合
は
ど
う
か
。
ス
ペ
イ
ン
民
話
で
は
、
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
か
ら
「

」
と
「
鏡
」
が
出
た
あ
と
、
最
後
に
「
綺
麗
な
乙
女
」
が
「
真
っ
裸
」
で
現
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
民
話
で
は
、
三
つ
の
シ
ト
ロ
ン
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
乙
女
が
現
れ
る
が
、
最
初
の
二
人
は
す
ぐ
に
消
え
、
最
後
に
「
妖
精
」
が
出
て
く
る
。
彼
女
は
「
い
か
な
る
尺
度
で
も
は
か
れ
な
い
」
美
女
で
、「
ど
ん
な
罪
の
な
い
ひ
と
で
も
、
彼
女
を
見
れ
ば
、
欲
望
の
絞
首
台
に
送
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
、
バ
ジ
ー
レ
は
彼
一
流
の
比
喩
を
駆
使
し
て
語
る
（
４７
）。
ス
ペ
イ
ン
と
イ
タ
リ
ア
、
い
ず
れ
の
民
話
に
お
い
て
も
、
果
実
か
ら
現
れ
る
の
は
、
桃
太
郎
や
瓜
子
姫
の
よ
う
な
〈
小
さ
子
〉
で
は
な
く
、
成
人
女
性
、
し
か
も
裸
で
あ
る
。
『
昔
話
百
科
事
典
』（
Ｅ
Ｍ
）
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｔ
四
〇
八
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
は
ペ
ル
シ
ャ
起
源
の
物
語
と
も
言
わ
れ
る
。
主
人
公
の
鳥
（
鳩
）
や
樹
木
（
オ
レ
ン
ジ
の
木
）
へ
の
変
身
に
は
東
洋
的
な
輪
廻
思
想M
etem
psychose
（
魂
の
―
遍
歴
）
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
55
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
魔
法
昔
話
に
受
容
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
（
４８
）。
果
実
か
ら
乙
女
へ
の
変
身
、
乙
女
の
鳩
へ
の
変
身
、
さ
ら
に
（
鳩
の
羽
か
ら
生
え
た
）
果
実
か
ら
乙
女
へ
の
変
身
に
、
輪
廻
思
想
は
投
影
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
瓜
子
姫
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
福
島
県
の
「
瓜
子
姫
」
で
は
、
女
主
人
公
は
あ
ま
の
じ
ゃ
く
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
が
、
物
語
の
末
尾
で
、「
瓜
姫
の
乗
り
駕
籠
に
、
あ
ま
の
じ
ゃ
く
が
乗
っ
て
る
わ
」
と
囃
し
立
て
る
雀
に
、
我
々
は
霊
鳥Seelenvogel
と
な
っ
た
彼
女
の
姿
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
（
４９
）。
ま
た
新
潟
県
の
「
瓜
姫
」
で
も
、
天
邪
鬼
が
瓜
姫
に
乗
り
移
っ
た
あ
と
、
爺
さ
ま
が
裏
の
畑
に
行
く
と
、
「
一
羽
の
き
れ
い
な
小
鳥
」
が
飛
ん
で
来
て
、「
瓜
姫
の
機
に
天
邪
鬼
が
の
っ
た
い
よ
／
若
衆
お
う
て
く
り
ゃ
れ
、
ほ
ー
ほ
ー
」
と
鳴
く
（
５０
）。
こ
れ
も
や
は
り
本
来
の
瓜
姫
が
霊
鳥
と
な
っ
た
姿
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
柳
田
國
男
の
『
日
本
の
昔
話
』
に
収
め
ら
れ
た
出
雲
の
「
瓜
子
姫
」
で
は
、
機
を
織
っ
て
い
た
瓜
子
を
あ
ま
の
じ
ゃ
く
が
裏
の
畑
に
連
れ
出
し
、
裸
に
し
て
柿
の
樹
に
縛
り
付
け
、
自
分
が
瓜
子
の
着
物
を
着
て
駕
籠
に
乗
り
鎮
守
様
に
詣
で
よ
う
と
す
る
。
す
る
と
「
柿
の
樹
の
陰
」
か
ら
瓜
子
姫
が
あ
ま
の
じ
ゃ
く
を
駕
籠
に
乗
せ
な
い
よ
う
に
と
泣
く
。
こ
こ
で
女
主
人
公
は
樹
木
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
（
５１
）。
以
上
、「
瓜
子
姫
」
の
昔
話
に
我
々
は
輪
廻
思
想
の
遥
か
な
名
残
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
を
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
東
洋
起
源
説
（
Ｅ
Ｍ
）
と
照
合
す
る
な
ら
ば
、
Ａ
Ｔ
四
〇
八
タ
イ
プ
の
東
西
昔
話
の
深
い
繋
が
り
が
垣
間
見
え
て
く
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
三
Ｂ
敵
対
者
「
瓜
子
姫
」
の
敵
対
者
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
に
関
し
て
は
す
で
に
触
れ
た
の
で
（
一
Ｂ
）、
こ
こ
で
は
主
に
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
タ
イ
プ
に
お
け
る
敵
対
者
に
言
及
し
、
最
後
に
比
較
考
証
を
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ス
ペ
イ
ン
民
話
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」。
オ
レ
ン
ジ
か
ら
生
ま
れ
た
裸
の
「
綺
麗
な
乙
女
」
を
見
初
め
た
王
様
は
、
乙
女
の
た
め
に
宮
殿
へ
衣
服
を
取
り
に
行
く
。
そ
の
間
、「
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女
」
が
乙
女
に
近
づ
き
、
そ
の
頭
に
ピ
ン
を
刺
し
て
一
羽
の
鳩
に
変
身
さ
せ
て
し
ま
う
。
花
嫁
の
地
位
を
狙
っ
た
の
で
あ
る
。
「
放
浪
の
民
」の
代
名
詞
と
も
な
っ
て
い
る「
ジ
プ
シ
ー
」Zigeuner
は
、
今
日
、
ド
イ
ツ
系
は
ジ
ン
トSinto
（
複
数
形
ジ
ン
テ
ィ
Sinti
）、
非
ド
イ
ツ
系
は
ロ
ムR
om
（
複
数
形
ロ
マR
om
a
）
と
称
さ
れ
る
が
（
５２
）、
彼
ら
の
由
来
に
関
し
て
は
十
五
世
紀
以
来
、
タ
タ
ー
ル
、
エ
ジ
プ
ト
出
身
、
ユ
ダ
ヤ
人
等
、
様
々
な
説
が
語
ら
れ
た
。
遠
く
イ
ン
ド
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
旅
し
て
き
た
人
々
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
56
た
の
は
、
よ
う
や
く
十
八
世
紀
中
葉
で
あ
る
。
彼
ら
は
医
術
や
馬
に
関
す
る
豊
か
な
知
識
を
持
ち
、
楽
器
の
演
奏
や
舞
踏
の
技
に
優
れ
、
鋳
掛
屋
や
見
世
物
興
業
な
ど
を
職
業
と
し
て
い
た
が
、
生
活
環
境
は
、
そ
の
非
定
住
性
も
あ
っ
て
、
き
わ
め
て
厳
し
か
っ
た
（
阿
部
謹
也
『
中
世
を
旅
す
る
人
び
と
（
５３
）』）。
現
代
の
統
計
（
一
九
七
〇
年
代
）
で
は
、
人
口
は
全
体
で
五
〇
〇
〜
六
〇
〇
万
人
を
数
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ス
ペ
イ
ン
に
特
に
多
く
（
各
八
〇
万
人
）、
他
、
チ
ェ
コ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
等
の
東
欧
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
そ
し
て
ド
イ
ツ
等
を
生
活
圏
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
５４
）。
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
五
世
（
一
四
五
二
―
一
五
一
六
年
）
の
時
代
、
容
赦
な
い
カ
ト
リ
ッ
ク
精
神
の
下
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
ム
ー
ア
人
の
排
斥
運
動
が
行
わ
れ
、
一
四
九
九
年
、
ジ
プ
シ
ー
に
反
対
す
る
国
法
も
発
布
さ
れ
、
以
後
、
三
世
紀
が
経
過
し
、
十
八
世
紀
の
啓
蒙
の
時
代
（
カ
ル
ロ
ス
三
世
の
頃
）
に
よ
う
や
く
、
彼
ら
に
定
住
権
を
与
え
る
努
力
が
な
さ
れ
た
（
５５
）。「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
中
の
「
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ジ
プ
シ
ー
の
受
難
の
歴
史
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
一
方
、（
ジ
プ
シ
ー
の
）「
魔
女
」
も
ス
ペ
イ
ン
を
含
む
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
史
の
断
面
を
示
し
て
い
る
。
中
世
末
期
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
、
西
洋
で
は
魔
女
裁
判
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
が
（
５６
）、
ド
イ
ツ
で
ド
ミ
ニ
コ
会
士
Ｈ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ー
リ
スInstitoris
と
Ｊ
・
シ
ュ
プ
レ
ン
ガ
ーSprenger
が
『
魔
女
へ
の
鉄
槌
』M
alleus
m
aleficarum
を
刊
行
し
（
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
、
一
四
八
七
年
）、
ス
ペ
イ
ン
で
も
厳
格
と
残
虐
さ
で
有
名
な
ド
ミ
ニ
コ
会
士
、
初
代
宗
教
裁
判
長
の
Ｔ
・
ｄ
・
ト
ル
ケ
マ
ダTorquem
ada
が
『
教
程
書
』Instrucciones
de
los
inquisitadores
（
セ
ビ
ー
リ
ャ
、
一
四
八
四
年
）
を
発
表
し
、
そ
の
後
の
異
端
審
問
の
土
台
を
作
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
は
回
教
徒
や
ユ
ダ
ヤ
人
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
異
端
審
問
は
苛
烈
を
極
め
た
が
（
５７
）、
前
述
の
よ
う
に
、
ジ
プ
シ
ー
も
ま
た
差
別
さ
れ
る
側
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
に
お
け
る
主
人
公
の
敵
役
で
あ
る
「
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女
」
は
二
重
の
意
味
で
当
時
の
社
会
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
昔
話
が
時
代
や
社
会
の
相
貌
を
示
す
貴
重
な
史
料
で
も
あ
る
こ
と
を
、「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
は
実
証
し
て
い
る
。
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
タ
イ
プ
最
古
の
物
語
、
バ
ジ
ー
レ
の
「
三
つ
の
シ
ト
ロ
ン
」（『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』）
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
三
つ
目
の
シ
ト
ロ
ン
か
ら
出
て
き
た
美
女
（
妖
精
）
を
樫
の
木
の
空
洞
に
残
し
、
王
子
が
衣
服
を
取
り
に
戻
っ
て
い
る
間
に
、「
黒
い
奴
隷
女
」
が
妖
精
に
近
づ
き
頭
に
ピ
ン
を
刺
す
と
、
妖
精
は
鳩
に
姿
を
変
え
飛
び
去
る
。
こ
こ
に
も
実
は
、
歴
史
が
明
瞭
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
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奴
隷
制Sklaverei
（
５８
）は
、
戦
争
捕
虜
な
ど
が
契
機
と
な
っ
て
地
上
の
様
々
な
地
域
で
生
ま
れ
た
社
会
的
な
従
属
関
係
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー
マ
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
国
家
で
は
十
世
紀
以
降
ふ
た
た
び
盛
ん
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
地
中
海
の
港
町
で
は
特
に
、
奴
隷
売
買
が
成
功
を
収
め
、
ト
ル
コ
、
北
ア
フ
リ
カ
、
ス
ペ
イ
ン
の
他
、
ス
ラ
ヴ
諸
国
の
イ
ス
ラ
ム
民
族
か
ら
奴
隷
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
十
五
世
紀
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
ア
フ
リ
カ
海
岸
を
発
見
す
る
に
至
っ
て
、
無
数
の
黒
人
が
奴
隷
市
場
で
売
買
さ
れ
た
。
奴
隷
制
が
廃
止
さ
れ
た
の
は
、
殆
ど
十
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
（
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ギ
リ
ス
等
）。
そ
れ
故
、
バ
ジ
ー
レ
が
『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』
を
執
筆
し
て
い
た
十
七
世
紀
前
半
に
は
す
で
に
、
ア
フ
リ
カ
出
身
の
黒
人
奴
隷
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
多
数
生
活
し
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア
作
家
は
彼
ら
の
在
り
様
の
一
端
を
「
三
つ
の
シ
ト
ロ
ン
」
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
、
ス
ペ
イ
ン
の
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
の
「
三
つ
の
シ
ト
ロ
ン
」
に
登
場
す
る
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女
や
黒
人
女
性
の
奴
隷
は
、
物
語
の
主
人
公
の
敵
役
と
し
て
登
場
す
る
。
今
日
の
人
権
思
想
か
ら
見
れ
ば
論
外
だ
が
、
昔
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
娯
楽
と
し
て
の
役
割
の
他
に
、
歴
史
的
な
資
料
、
あ
る
い
は
社
会
史
的
な
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
右
の
敵
役
は
証
明
し
て
い
る
。「
瓜
子
姫
」
の
敵
役
で
あ
る
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
が
、
一
種
の
妖
怪
と
し
て
、
主
人
公
を
危
機
に
陥
れ
る
恐
怖
の
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
西
洋
の
敵
役
に
は
階
級
や
身
分
差
を
示
す
社
会
的
な
存
在
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
く
感
じ
取
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
の
『
昔
話
の
タ
イ
プ
』
は
「
敵
」
にadversary
と
い
う
用
語
を
当
て
た
が
（
５９
）、adversary
は
、「
友
人
」
で
は
「
な
い
」in
＋am
icus
に
由
来
す
る
ラ
テ
ン
語inim
icus
を
語
源
す
る
。
「
敵
」enem
y
と
は
異
な
り
、「
反
対
の
」
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語ad-
versus
に
由
来
し
、
名
詞
と
し
て
は
「（
試
合
の
）
相
手
」
の
意
に
も
用
い
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
物
語
を
ス
リ
リ
ン
グ
に
展
開
さ
せ
る
重
要
な
構
成
要
素
に
他
な
ら
な
い
。
あ
る
意
味
、
ゲ
ー
ム
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
恐
怖
の
対
象
と
い
う
よ
り
は
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
的
な
性
格
を
帯
び
る
柳
田
の
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
観
は
む
し
ろ
、こ
のad-
versary
に
近
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
三
Ｃ
本
当
の
花
嫁
と
偽
の
花
嫁
「
瓜
子
姫
」
と
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
の
物
語
を
構
成
す
る
最
も
大
き
な
要
素
は
、
女
主
人
公
と
そ
の
敵
対
者
、
換
言
す
れ
ば
、
本
当
の
花
嫁
と
偽
の
花
嫁
の
対
比
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
（
註
４０
）
柳
田
は
「
桃
太
郎
」
に
は
求
婚
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
省
略
さ
れ
て
58
い
る
が
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
瓜
子
姫
」
は
「
婚
姻
を
以
て
完
成
」
す
る
と
語
る
（
６０
）。
実
際
、「
桃
太
郎
」
と
「
瓜
子
姫
」
は
、
前
半
こ
そ
、
川
上
か
ら
流
れ
て
き
た
果
実
（
桃
／
瓜
）
か
ら
の
誕
生
（
異
常
誕
生
）
と
い
う
共
通
の
展
開
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
後
半
は
、
前
者
の
男
性
的
な
英
雄
譚
（
鬼
退
治
）
に
対
し
て
、
後
者
は
「
器
量
が
よ
く
」「
利
口
」
で
「
機
が
上
手
」
な
娘
に
育
っ
た
主
人
公
が
（
少
な
く
と
も
西
日
本
型
で
は
）、
あ
ま
の
じ
ゃ
く
の
妨
害
の
後
、
長
者
の
花
嫁
に
な
る
人
生
行
路
を
描
い
て
い
る
。
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
柳
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
婚
姻
」
で
あ
る
。
婚
姻
（
結
婚
）
と
い
う
人
生
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
昔
話
の
重
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
が
（
６１
）、「
瓜
子
姫
」
の
場
合
、
花
嫁
に
な
る
は
ず
の
彼
女
に
替
わ
っ
て
、
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
が
嫁
入
り
の
駕
籠
に
乗
る
。
し
か
し
姫
の
泣
き
声
あ
る
い
は
鳥
の
鳴
き
声
で
正
体
が
ば
れ
、
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
は
最
後
に
退
治
さ
れ
る
。
ス
ペ
イ
ン
民
話
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
王
妃
に
な
る
べ
き
オ
レ
ン
ジ
の
乙
女
に
替
わ
っ
て
、
彼
女
を
鳩
に
変
身
さ
せ
た
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女
が
、
王
様
と
結
婚
す
る
。
イ
タ
リ
ア
民
話
「
三
つ
の
シ
ト
ロ
ン
」
も
同
様
に
、
黒
い
奴
隷
女
が
、
シ
ト
ロ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
妖
精
を
鳩
に
変
え
、
後
者
に
替
っ
て
王
子
と
結
婚
す
る
。
し
か
し
魔
女
も
奴
隷
女
も
、
最
後
に
は
悪
事
が
露
見
し
て
罰
せ
ら
れ
、
乙
女
と
妖
精
は
本
来
の
地
位
（
花
嫁
）
を
回
復
す
る
。
以
上
は
典
型
的
な
「
す
り
替
え
ら
れ
た
花
嫁
」die
unter-
schobene
B
raut
の
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。
世
界
中
に
広
く
分
布
す
る
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
背
後
に
は
、
様
々
な
歴
史
や
慣
習
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
だ
。（『
昔
話
百
科
事
典
』
Ｅ
Ｍ
（
６２
））。
最
古
の
証
拠
は
『
旧
約
聖
書
』「
創
世
記
」
第
二
十
九
章
に
見
出
さ
れ
る
。
伯
父
ラ
バ
ン
の
許
で
七
年
間
働
い
た
ヤ
コ
ブ
が
、
約
束
通
り
、
彼
が
愛
す
る
伯
父
の
下
の
娘
ラ
ケ
ル
を
花
嫁
と
し
て
迎
え
る
結
婚
の
初
夜
、
ラ
バ
ン
は
上
の
娘
レ
ア
を
替
わ
り
に
差
し
向
け
る
。
騙
さ
れ
た
ヤ
コ
ブ
が
伯
父
に
理
由
を
訊
ね
る
と
、
後
者
は
「
我
々
の
所
で
は
、
妹
を
姉
よ
り
先
に
嫁
が
せ
る
こ
と
は
し
な
い
の
だ
」
と
答
え
る
。
最
後
の
「（
嫁
が
せ
る
こ
と
は
）
し
な
い
」
は
、
ル
タ
ー
訳
聖
書
で
は
「
慣
習
で
は
な
い
」E
s
ist
nicht
Sitte （６３
）と
独
訳
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｍ
に
よ
る
と
、
こ
の
「
慣
習
」
は
様
々
な
民
族
の
物
語
に
見
ら
れ
る
と
言
わ
れ
る
が
（
６４
）、
こ
れ
と
は
別
に
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、「
す
り
替
え
ら
れ
た
花
嫁
」
の
有
名
な
伝
説
が
伝
播
し
て
い
た
。「
大
き
な
足
の
ベ
ル
タ
」
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
王
女
ベ
ル
タ
は
非
常
に
美
し
か
っ
た
が
大
き
な
足
を
し
て
い
た
。
彼
女
が
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
国
王
ピ
ピ
ン
三
世
（
小
ピ
ピ
ン
）
に
嫁
い
だ
と
き
、
随
行
し
た
乳
母
の
策
略
で
、
初
夜
の
寝
室
59
に
そ
の
娘
が
替
わ
り
に
入
っ
て
、
王
妃
の
地
位
に
就
い
て
し
ま
っ
た
。
森
に
棄
て
ら
れ
た
ベ
ル
タ
は
森
番
の
家
族
に
匿
わ
れ
、
数
年
後
、
ベ
ル
タ
の
母
親
が
パ
リ
に
旅
し
た
と
き
、
王
妃
の
足
を
見
て
、
そ
れ
が
自
分
の
娘
で
な
い
こ
と
を
発
見
す
る
。
乳
母
は
死
刑
と
な
り
、
娘
は
尼
僧
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
狩
り
の
森
で
、
ピ
ピ
ン
は
ベ
ル
タ
と
再
会
す
る
（
６５
）。
十
三
世
紀
初
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
年
代
記
に
最
古
の
テ
ク
ス
ト
が
確
認
さ
れ
る
こ
の
物
語
は
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
そ
し
て
ド
イ
ツ
に
広
く
伝
承
さ
れ
た
（
６６
）。
恐
ら
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
す
り
替
え
ら
れ
た
花
嫁
」
の
原
像
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
グ
リ
ム
童
話
「
森
の
中
の
三
人
の
小
人
」D
ie
drei
M
ännlein
im
W
alde
（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
三
）、「
白
い
花
嫁
と
黒
い
花
嫁
」D
ie
w
eiße
und
die
schw
arze
B
raut
（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
三
五
）、「
が
ち
ょ
う
番
の
娘
」D
ie
G
änsem
agd
（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
八
九
）
に
、
我
々
は
そ
の
遥
か
な
余
韻
を
探
る
こ
と
が
出
来
る
（
６７
）。
Ａ
Ｔ
四
〇
八
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
は
、「
す
り
替
え
ら
れ
た
花
嫁
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
よ
っ
て
、
以
上
見
る
よ
う
に
、
聖
書
や
中
世
伝
説
と
い
っ
た
伝
承
文
学
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
も
う
一
つ
、
別
の
解
釈
も
存
在
す
る
。
最
後
に
そ
れ
を
紹
介
し
た
い
。
ド
イ
ツ
の
口
承
文
芸
学
者
ル
ッ
ツ
・
レ
ー
リ
ヒLutz
R
öhrich
は
、
様
々
な
民
族
の
結
婚
儀
礼
に
、「
す
り
替
え
ら
れ
た
花
嫁
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
６８
）。
そ
の
種
の
儀
礼
に
お
い
て
、
花
婿
は
す
ぐ
に
花
嫁
と
は
結
ば
れ
な
い
。
花
嫁
と
同
じ
よ
う
な
衣
装
を
着
た
、
あ
る
い
は
変
装
し
た
乙
女
た
ち
（「
偽
の
花
嫁
」）
の
中
か
ら
、
彼
は
自
分
の
花
嫁
を
探
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
回
り
道
に
は
、
レ
ー
リ
ヒ
に
よ
る
と
、「
本
当
の
花
嫁
」
を
悪
霊
の
力
に
よ
る
危
険
か
ら
守
る
意
図
が
あ
る
よ
う
だ
。
昔
話
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
す
り
替
え
ら
れ
た
花
嫁
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
に
、「
古
代
的
な
信
仰
観
念
」
が
残
存
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
（
６９
）。
わ
が
国
の
「
瓜
子
姫
」
や
西
洋
の
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
タ
イ
プ
の
民
話
で
は
、
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
や
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女
、
黒
い
奴
隷
女
と
い
っ
た
敵
役
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
る
。
主
人
公
（
瓜
姫
／
オ
レ
ン
ジ
の
乙
女
）
は
、
敵
役
の
妨
害
の
た
め
に
、
花
婿
（
長
者
／
王
様
、
王
子
）
と
は
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
よ
う
や
く
、
出
会
う
こ
と
が
出
来
る
。「
本
当
の
花
嫁
」
と
「
偽
の
花
嫁
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
様
々
な
伝
承
文
学
や
通
過
儀
礼
が
介
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
60
結
語
わ
が
国
の
「
瓜
子
姫
」
は
、
恐
ら
く
そ
の
原
型
で
あ
る
『
嬉
遊
笑
覧
』
が
示
す
よ
う
に
、
短
い
物
語
の
中
に
、
貴
種
流
離
譚
、
果
実
か
ら
の
誕
生
、
小
さ
子
、
機
織
り
（
巫
女
）、
鳥
言
葉
、
由
来
譚
と
い
っ
た
昔
話
を
構
成
す
る
要
件
を
多
数
含
み
な
が
ら
、
世
界
中
に
分
布
す
る
「
す
り
替
え
ら
れ
た
花
嫁
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
展
開
す
る
魅
力
的
な
民
話
で
あ
る
。
一
方
、
ス
ペ
イ
ン
版
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
も
、
短
い
民
話
な
が
ら
、
花
嫁
探
し
、
呪
的
小
道
具
（

／
鏡
）、
果
実
か
ら
の
乙
女
の
誕
生
、
魔
法
に
よ
る
変
身
（
乙
女
か
ら
鳩
／
鳩
か
ら
乙
女
）
と
い
っ
た
様
々
な
要
素
の
絡
み
合
い
の
中
で
、
や
は
り
「
す
り
替
え
ら
れ
た
花
嫁
」
の
物
語
を
見
事
に
繰
り
広
げ
て
い
る
。
東
洋
と
西
洋
の
昔
話
は
、
こ
の
共
通
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
核
心
部
分
に
す
る
こ
と
で
、
国
際
基
準
Ａ
Ｔ
四
〇
八
の
世
界
を
構
築
す
る
の
だ
が
、
中
で
も
、
主
人
公
に
対
す
る
敵
対
者
、
本
当
の
花
嫁
に
対
す
る
偽
の
花
嫁
の
存
在
は
、「
瓜
子
姫
」
と
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
敵
対
者
と
し
て
登
場
す
る
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
（
前
者
）
や
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女
（
黒
い
奴
隷
女
）（
後
者
）
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
あ
る
意
味
、
主
人
公
以
上
に
印
象
的
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
の
存
在
に
よ
っ
て
、
物
語
は
一
層
そ
の
深
み
と
魅
力
を
増
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
西
洋
昔
話
の
敵
対
者
（
ジ
プ
シ
ー
の
魔
女
／
黒
い
奴
隷
女
）
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
階
級
社
会
の
相
貌
が
色
濃
く
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
日
本
昔
話
の
敵
対
者
（
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
）
に
は
、
何
か
得
体
の
知
れ
な
い
怪
物
性
が
内
在
し
て
い
る
。
あ
る
時
は
瓜
姫
を
喰
い
、
あ
る
時
は
木
に
縛
り
付
け
て
、
花
嫁
の
地
位
を
我
が
物
に
し
よ
う
と
す
る
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
、
そ
の
存
在
は
、
特
に
東
北
地
方
の
民
話
で
は
、
山
姥
、
山
母
あ
る
い
は
狼
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
（
佐
々
木
喜
善
『
聴
耳
草
紙
』）。
柳
田
國
男
は
こ
の
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
に
、
あ
る
種
、
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
的
な
性
格
を
認
め
て
い
た
が
、
別
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ
の
怪
物
の
背
後
に
は
、
何
か
歴
史
的
な
も
の
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、「
山
姥
奇
聞
」（『
妖
怪
談
義
』
所
収
）
の
中
で
柳
田
は
、
山
姥
の
い
わ
ば
〈
原
像
〉
と
し
て
、
１
「
大
和
民
族
渡
来
前
の
異
俗
人
」（
山
人
）、
２
「
狼
の
首
領
」＝
「
老
女
」（
山
の
神
信
仰
）、
３
「
山
隠
れ
す
る
女
」（
狂
女
／
産
後
の
精
神
異
状
）
を
挙
げ
る
（
７０
）。
東
北
民
話
の
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
が
山
姥
の
イ
メ
ー
ジ
と
融
合
す
る
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
右
の
三
説
は
大
い
に
興
味
深
い
。
た
61
ん
に
怪
物
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
、
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
の
歴
史
性
と
現
実
性
が
仄
見
え
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
名
著
『
昔
話
と
現
実
』（M
ärchen
und
W
irklichkeit,
1979
﹇74
﹈）
の
中
で
、
前
述
Ｌ
・
レ
ー
リ
ヒ
は
指
摘
す
る
、「
昔
話
（
民
話
）
は
ど
れ
も
現
実
と
何
ら
か
の
か
た
ち
で
結
び
付
い
て
い
る
」、
と
（
７１
）。
彼
は
、
実
際
、
口
承
文
芸
学
に
民
族
学
／
民
俗
学
的
な
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
分
野
に
新
境
地
を
拓
い
た
の
だ
が
、
「
三
つ
の
オ
レ
ン
ジ
」
タ
イ
プ
を
読
み
解
く
場
合
、
右
の
見
解
は
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
。
果
実
の
民
間
信
仰
（
プ
ロ
ッ
プ
）、
敵
対
者
の
存
在
（
ジ
プ
シ
ー
／
黒
人
奴
隷
）、
結
婚
儀
礼
（
花
嫁
探
し
）
等
々
、
す
べ
て
は
昔
話
と
社
会
（
現
実
）
と
の
繋
が
り
を
証
明
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
も
、
こ
の
視
点
で
捉
え
直
す
と
、
物
語
の
世
界
は
一
層
そ
の
奥
行
き
を
深
め
る
に
違
い
な
い
。
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usgabe
letz-
ter
H
and
m
it
den
O
riginalanm
erkungen
der
B
rüder
G
rim
m
,
3B
de.,
hrsg.
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太
郎
の
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生
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子
織
姫
」、『
柳
田
國
男
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集
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収
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８
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『
柳
田
國
男
全
集
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二
五
所
収
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一
九
九
〇
年
、
八
六
―
八
七
頁
（
９
）
初
出
は
『
旅
と
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説
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昭
和
五
年
五
月
（
１０
）
註
（
７
）、
一
一
七
頁
（
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）
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日
本
昔
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放
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編
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版
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目
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頁
（
１３
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春
繁
訳
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文
庫
、
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九
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九
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年
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九
―
八
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１５
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（
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〇
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（
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編
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年
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（
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日
本
の
昔
話
』
一
、
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編
、
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波
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庫
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九
八
九
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年
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―
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（
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（
２０
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〇
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頁
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